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 私が大切にしている価値観は一瞬一瞬を大切にすることです。私は中学 3 年生になり、より一瞬一

瞬が大切だと感じるようになりました。理由は 2つあります。 

 1つ目は、災害学習で学んだ日々の大切さです。皆さんは梶原裕太さんの答辞を見たことがあります

か。それは東日本大震災により多くの友達を亡くしてしまった後に行われた卒業式で読まれたもので

す。私はこれを聞きあたり前だと感じている日々はかけがえのない思い出になるものだと実感しまし

た。 

 2 つ目は、中学校生活の短さです。気づけばもう 3 年生になっていて時間の経過の早さに驚きまし

た。特に、コロナ禍で課外活動が中止になったり、行事が簡略化されたりとなかなか思い通りに過ごす

ことができませんでした。そこで、どんな小さなことでも全力で取り組み中学校での思い出をたくさ

ん作っていきたいと思いました。 

 このような価値観をもち、私はどんなチャンスも逃さない生き方をしていきたいです。担任の先生

にチャンスの神様について教えていただいたことがあり、チャンスの神様は前髪しかなく後ろからは

引きとめることが出来ないと言われています。チャンスの神様を引きとめるためにも一瞬一瞬を逃が

さず色々なことにチャレンジしたいです。最近では、委員会の委員長に立候補したり、運動会実行委員

に立候補したりと様々なことにチャレンジしてきました。少しずつ理想の生き方ができるようになり

たいと思います。 

 私はこの価値観をもとに皆が自信をもって自分の目標や夢に向かえる社会にしていきたいです。私

は人前に立つことに自信がなくやってみたいと思うことがあってもすぐに諦めてしまっていました。

ですが、やっぱりやればよかったと後悔することが多くあり、チャレンジすることの大切さが分かり

ました。私は今、委員会で委員長をしています。自分のやりたかったことの１つだったのですが、昨年

立候補したときはもう 1 人の立候補者に演説で負けてしまいました。その時の悔しさは私のなかで良

い経験となり、この経験のお陰で今年の委員会では委員長になることができました。このようにチャ

レンジすることでたくさんの経験をつむことができ目標や夢に近づけます。この考え方が広く行き渡

り、多くの人が自分に自信をもち行動できるようになっていってほしいなと思います。 

 私はこの価値観を大切にして、1回しかない人生を全力で楽しみ、自信をもって生きていけるように



なりたいです。そのためにも、残り少ない中学校生活で一瞬一瞬を大切にし、たくさんのことを学んで

いきたいです。 


